
2012年9月20日に三斜図から座標を作るプログラム（Book）を公開しています。
通称「三斜図→座標化プログラム」です、今までありそうでなかったプログラム（Book）と
言えば分かりやすいでしょう。
このプログラム（Book）は辺長＋底辺＋高さの図面、底辺＋高さのみ記載のある図面、
道路図面にみられるタスキ掛けの図面にも対応しています。

辺長＋底辺＋高さの図面は2円交点計算によって座標が作れます、平板測量で辺長を
現地で実測し底辺＋高さを図上で読んだ図面では辺長だけが使え、工夫次第で何と
か座標値を作れましたが底辺＋高さだけの図面では座標値は作れませんでした。

今回、三斜図→座標化プログラムによって座標値化が可能になりましたので検証してみ
ました。

これからサンプルを使ってその復元精度を検証した一部を紹介します。
このプログラム（Book）の原作者は秋田土地家屋調査士会の山田栄治先生です。
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元になるデータは図の形のものです、この形状は道路をイメージしています。
座標値は左の表です、右の表は各辺長と三角形の底辺と高さを座標値からST計算した
ものです。
図の左下が1番で右廻りに14番まであります。
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座標値は図からの読み取り値で標準偏差ベースで20mmの誤差を与えてあります、誤
差は全てランダムに作成し正規化しています。
２０mmというのは２５０分の１の縮尺図面で0.3mmのプロット誤差を想定しています。
辺長、底辺、高さは元の座標値から計算しmmの単位を切り捨てcm単位にしてあります。
このデータを使って三斜図→座標化プログラムを使って座標化したのが右上の表です、
計算標準偏差は座標0.041、辺長0.006、面積0.006に設定してあります、この数値は三
斜図→座標化操作説明書にあります。

右下が点1と点14を起点に２円交点計算で求めた座標値です、起点の座標値が現地の
座標値と一致していればそのまま復元値になりそうな間違いをしないように注意して下
さい。
起点の座標値があってもあくまで三斜図から座標を計算したにすぎないと言うことになり
ます、これを復元値として使うような説明をしている資料を見ますが間違いです。
（三斜図→座標化で検索してみて下さい）

この時点の復元精度は平均で三斜図→座標化プログラムが0.0188、２円交点計算が
0.0484で約2.6倍の精度があります、この2.6倍はこの時点では参考です。
これをそのまま使いますと教育的指導を受けますので要注意です。
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それはともかく、ベクトル図を書いて傾向を見ます、青が三斜図→座標化プログラムの
結果,赤が２円交点計算の結果です。
これは見方によっては２円交点計算で境界を計算する方への危険性の警鐘にもなりそ
うなデータです。
点７で6.1倍にもなっています、平均で2.6倍です。

やむを得ず２円交点計算をする場合でも１回だけで計算した点から更に次の計算をし
てはならないと言うのが常識です。
実際にはこの計算値を使って最小二乗法による座標変換をしますのでその結果確認し
てみます。
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点1と点8、図形の対角点の2点を固定してヘルマート変換をフリーで掛けます。
青が三斜図→座標化プログラムの結果,赤が２円交点計算の結果ですが図形の中間付
近で約６倍の精度差があります。
平均でも2.3倍です、2.3倍というのは相当に大きな差があると言うことを意味しています。

固定点を増やせば差は小さくなります、それが最小二乗法による境界復元の特徴です
から。
それでも三斜図→座標化プログラムのデータ以上に２円交点計算データが良くなること
はありません。
また、点のプロット精度が上がれば三斜図→座標化プログラムの精度は上がりますので
差は大きくなります。

概ね平均で2倍程度の精度差があると言うことになります、大きい点で６倍程度もありま
すので２円交点計算は駄目でしょう。
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平板に現地でプロットした状態を想定して標準偏差62mmの誤差を与えてあります。
62mmというのは２５０分の１の縮尺図面で0.96mmのプロット誤差を想定しています。
辺長は点間を実測しcmで表示、底辺、高さは図上から読み取って10cmの単位で表示
した状態を想定しています。
このデータを使って三斜図→座標化プログラムを使って座標化したのが右上の表です、
計算標準偏差は座標0.082、辺長0.016、面積0.071に設定してあります、この数値は三
斜図→座標化操作説明書にあります。

右下が点1と点14を起点に２円交点計算で求めた座標値です。
起点の座標値があってもあくまで三斜図から座標を計算したにすぎないと言うことになり
ます、これを復元値として使わないようにして下さい。

この時点の復元精度は平均で三斜図→座標化プログラムが0.0531、２円交点計算が
0.3059で約5.8倍とうとんでもない数値になります、この5.8倍はこの時点では参考です。
これをそのまま使いますと警告を受けますので要注意です。
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それはともかく、学習の為にベクトル図を書いて傾向を見ます、青が三斜図→座標化プ
ログラムの結果,赤が２円交点計算の結果です。

なんと言いますか凄い数値です。
こうなると「やむを得ず２円交点計算をする場合でも１回だけで計算した点から更に次の
計算をしてはならない」とは言えなくなります。
これをみる限りは２円交点計算は絶対してはならないことが判ります。
実際にはこの計算値を使って最小二乗法による座標変換をしますのでその結果確認し
てみます。
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点1と点8、図形の対角点の2点を固定してヘルマート変換をフリーで掛けます。
青が三斜図→座標化プログラムの結果,赤が２円交点計算の結果ですが図形の下の付
近で約２８倍の精度差があります。
平均でも2.１倍です、2.1倍というのは相当に大きな差があると言うことを意味しています。

固定点を増やせば差は小さくなります。
それでも三斜図→座標化プログラムのデータ以上に２円交点計算データが良くなること
はありません。
また、点のプロット精度が上がれば三斜図→座標化プログラムの精度は上がりますので
差は大きくなります。

概ね平均で2倍程度の精度差があると言うことになります、点によっては最悪の場合数
倍の精度差があり非常に危険です。
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①は解析結果を表示していませんが座標変換ベースで1.3倍あります。
②③のベースでは２倍以上あることになります。

こうゆうことを参考にしながら三斜図→座標化プログラムの使用をお勧めいたします。
このプログラム（Book）が原作者の好意によって無料で配布しています。
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